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［2面］胃がん・肺がん検診の最終郵送申込 ［3面］江東区で創業しよう「創業支援事業計画」を策定、平成

27年度こども発達センター園児募集 ［7面］都営住宅・区営住宅・高齢者住宅の入居者募集

今号の
主な内容

保
護
司
︵

人
︶

3

塚
田

茂
晴

保
護
司

河
田

豊
子

同

鈴

木

茂

同

私
立
保
育
園
長
及
び
公
設
民
営
保

育
園
長
︵
�
人
︶

丸

山

哲

潮
見
保
育
園
長

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
︵
�
人
︶

佐
藤

佑
子

扇
橋
参
寿
会
会
長

仁
井
田
正
春

毛
利
千
鶴
会
会
長

鈴
木

正
義

和
賀
寿
会
会
長

齋
藤
壽
一
郎

大
島
二
丁
目
緑
寿
会
会
長

納
税
功
労
者

(
�
人
)

納
税
貯
蓄
組
合
長
︵
�
人
︶

中
野

貞
夫

青
色
北
砂
第
一
部
会
納
税
貯

蓄
組
合
長

佐
藤
竹
四
郎

江
東
西
法
人
会
第

支
部
納

税
貯
蓄
組
合
長

43

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
功
労
者

(
�
人
)

消
防
団
分
団
長
︵
�
人
︶

菊

池

哲

深
川
消
防
団
分
団
長

星
野

俊
昌

城
東
消
防
団
分
団
長

災
害
協
力
隊
長
︵
�
人
︶

左
右
田
道
男

大
島
八
丁
目
第
�
団
地
自
治

会
災
害
協
力
隊
長

山
田

紀
弘

東
砂
七
丁
目
ア
パ
ー
ト

号

棟
自
治
会
災
害
協
力
隊
長35

山
田

幹
夫

(
元
)
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
グ
リ
ー
ン

南
砂
自
治
会
災
害
協
力
隊
長

防
犯
・
防
火
防
災
・
交
通
安
全
協

会
副
会
長
︵
�
人
︶

中
村
日
出
子

深
川
防
犯
協
会
副
会
長

森

豊

城
東
交
通
安
全
協
会
副
会
長

環
境
・
保
健
衛
生
関
係
功
労
者

(
�
人
)

区
立
学
校
医
及
び
区
立
福
祉
施
設

等
嘱
託
医
︵
�
人
︶

鈴
木

正
德

深
川
小
学
校
内
科
校
医
及
び

白
河
保
育
園
嘱
託
医

金
子

晴
生

第
五
砂
町
小
学
校
内
科
校
医

及
び
南
砂
第
五
保
育
園
嘱
託
医

西
牟
田
眞
理

数
矢
小
学
校
眼
科
校
医

春
日

芳
彦

数
矢
小
学
校
歯
科
校
医

由
島

三
郎

東
川
小
学
校
歯
科
校
医

篠
原

俊
樹

亀
戸
第
四
保
育
園
嘱
託
医

橋
本

孝
雄

辰
巳
第
二
保
育
園
嘱
託
歯
科

医

特
別
功
労
者

(
�
人
)

老
松

雄
一

多
年
地
域
自
治
の
振
興
に
貢

献

岡
本

克
郎

多
年
地
域
医
療
及
び
保
健
衛

生
の
向
上
に
貢
献

小
山

主
之

同

伊
勢
谷
俊
二

東
陽
五
丁
目
東
町
会
副
会
長

宮

田

茂

亀
戸
三
丁
目
東
町
会
副
会
長

佐
藤

順
代

亀
戸
四
丁
目
町
会
副
会
長

加

藤

忠

亀
戸
七
丁
目
南
部
町
会
副
会

長

塩

屋

守

都
営
大
島
五
丁
目
第
�
ア
パ

ー
ト
親
和
自
治
会
副
会
長

直
井

宏
至

北
砂
三
丁
目
西
町
会
副
会
長

後
藤

謙
三

北
砂
四
・
七
丁
目
町
会
副
会

長

山
川
よ
し
子

南
砂
住
宅
自
治
会
副
会
長

堀
込

節
子

南
砂
三
丁
目
み
ど
り
団
地
自

治
会
副
会
長

投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人

︵
�
人
︶

片
山
仙
太
郎

投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会

人

渡

邉

敏

同

太
田

昌
一

投
票
立
会
人

増
田

勝
三

同

教
育
関
係
功
労
者

(

人
)

10

区
立
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
︵
�
人
︶

梁
川

義
雄

(
元
)
香
取
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長

織
茂

貴
之

浅
間
竪
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長

野
呂
瀬

淳

(
元
)
第
五
大
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長

小
林

浩
二

第
二
砂
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長

髙

取

健
一

(
元
)
第
六
砂
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長

原
田

純
子

北
砂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

関
根

俊
一

(
元
)
深
川
第
一
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長

荻
野

一
彦

(
元
)
亀
戸
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長

少
年
団
体
連
絡
協
議
会
長
︵
�
人
︶

本
多

俊
彦

少
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長

青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
委
員
長

︵
�
人
︶

下
山

和
夫

(
元
)
青
少
年
対
策
南
砂
地
区

委
員
会
委
員
長

商
工
業
関
係
功
労
者

(
�
人
)

観
光
協
会
長
︵
�
人
︶

塚
本

光
伸

(
元
)
亀
戸
観
光
協
会
会
長

社
会
福
祉
関
係
功
労
者

(

人
)

16

民
生
委
員
・
児
童
委
員
︵
�
人
︶

林

ヨ
ネ
子

(
元
)
民
生
委
員
・
児
童
委
員

槇

德

子

民
生
委
員
・
児
童
委
員

渡
邉

美
憲

同

望
月

シ
ン

同

瀧
澤

奉
子

同

平
田

知
子

同

三
木

孝
悦

同

入
江
か
ほ
る

同

自
治
功
労
者

(

人
)

53

区
議
会
議
員
︵
�
人
︶

若
林
し
げ
る

区
議
会
議
員

高
橋
め
ぐ
み

同

赤
羽
目
民
雄

同

徳
永

雅
博

同

附
属
機
関
委
員
︵

人
︶

14

恩
田

興
一

介
護
認
定
審
査
会
委
員

吉
田

智
子

同

小
林

健
嗣

同

青
木

久
恭

同

扇
谷

順
子

同

福
井

光
文

同

月

彬
也

同

野
元

成
郎

同

立
川

裕
理

同

赤
塚

智
香

大
気
汚
染
障
害
者
認
定
審
査

会
委
員

島
田

正
文

都
市
景
観
審
議
会
委
員

尾
﨑

真
理

同

島

祥
枝

同

松
本
み
ど
り

建
築
紛
争
調
停
委
員
会
委
員

町
会
・
自
治
会
長
︵

人
︶

13

大
野

時
弘

新
大
橋
一
丁
目
町
会
長

髙

橋

剛
弘

平
野
四
丁
目
町
会
長

町
田

保
夫

深
川
二
丁
目
南
町
会
長

八
木

義
晃

門
前
仲
町
一
丁
目
町
会
長

新
井

愼
二

古
石
場
一
丁
目
東
町
会
長

津

川

守

塩
浜
自
治
会
長

間
庭

啓
次

(
元
)
千
田
町
会
長

上

岡

武

毛
利
町
会
長

山
下

勝
義

東
陽
五
丁
目
東
町
会
長

三
柴

絹
枝

都
営
大
島
五
丁
目
第
�
ア
パ

ー
ト
新
栄
自
治
会
長

大
津

良
一

(
元
)
大
島
五
丁
目

号
棟
自

治
会
長

17

淺
香

俊
雄

都
営
大
島
九
丁
目
自
治
会
長

藤
澤

昌
明

(
元
)
南
砂
住
宅
�
号
棟
自
治

会
長

町
会
・
自
治
会
副
会
長
︵

人
︶

18

近
藤

良
治

清
澄
二
丁
目
町
会
副
会
長

今
泉

忠
男

森
下
三
丁
目
町
会
副
会
長

田
沼

柾
子

森
下
四
丁
目
町
会
副
会
長

岡

本

繁

白
河
一
丁
目
町
会
副
会
長

飯
田

昭
雄

白
河
二
丁
目
町
会
副
会
長

冨

岡

彬

門
前
仲
町
一
丁
目
町
会
副
会

長

石
津

永
久

(
元
)
古
石
場
琴
平
町
会
副
会

長

日
下

栄
作

辰
巳

号
地
辰
栄
会
副
会
長

12

高
城

頼
仁

木
場
二
丁
目
団
地
自
治
会
副

会
長

江東区において、多年にわたり地域社会の発展や区政の

進展等にご尽力いただいた方々の功績をたたえる｢区政功

労者表彰式｣が11／3(月・祝)文化の日に、ホテルイースト21

東京(東陽6-3-3)で行われました。

区政功労者の表彰を受けられた方々をご紹介します(順

不同・敬称略)。
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区
は
︑
平
成

年
に
施
行
さ
れ
た

25

﹁
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
﹂
に
基
づ
き
︑
﹁
江
東
区

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動

計
画
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
︒
こ
れ
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症

の
感
染
拡
大
を
抑
制
し
︑
区
民
の
生

命
お
よ
び
健
康
を
保
護
す
る
と
と
も

に
︑
区
民
生
活
お
よ
び
経
済
活
動
へ

の
影
響
を
最
小
と
す
る
た
め
の
計
画

で
す
︒

な
お
︑
策
定
に
あ
た
り
�
月

日
14

か
ら
�
月
�
日
に
か
け
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
︑
区
民
の
皆

さ
ん
に
素
案
の
内
容
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
と
も
に
ご
意
見
を
募
集
し
ま
し

た
︒

行
動
計
画
の
内
容

こ
の
行
動
計
画
は
︑
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
�

条
に
基
づ
き
︑
次
の
内
容
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
︒

○
基
本
的
な
方
針

計
画
の
基
本
的
考
え
方
︑
対
策
の

目
的
︑
被
害
想
定
︑
発
生
段
階
の

考
え
方
︑
対
策
上
の
留
意
点

○
江
東
区
・
関
係
機
関
等
の
役
割

基
本
的
な
責
務
︑
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
に
対
応
す
る
江
東
区
の

実
施
体
制

○
対
策
の
基
本
項
目

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
︵
調
査
)
・
情

報
収
集
︑
情
報
提
供
・
共
有
︑
区

民
相
談
︑
感
染
拡
大
防
止
︑
予
防

接
種
︑
医
療
︑
区
民
生
活
お
よ
び

経
済
活
動
の
安
定
の
確
保

○
緊
急
事
態
宣
言
時
の
措
置

感
染
防
止
対
策
︑
予
防
接
種
︑
医

療
︑
区
民
生
活
お
よ
び
経
済
活
動

の
安
定
の
確
保

○
各
段
階
に
お
け
る
対
策

胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
︒
検
診
は
︑
①
区
内
に
配

車
す
る
検
診
車
で
受
診
す
る
方
法
と
︑

②
直
接
検
診
機
関
に
行
っ
て
受
診
す

る
方
法
の
�
通
り
あ
り
ま
す
︒
区
内

�
か
所
で
行
う
検
診
車
で
の
検
査
を

ご
希
望
の
方
は
郵
送
で
︑
検
診
機
関

で
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
直
接
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
︒
費
用
は
︑

胃
が
ん
�
	
	
円
︑
肺
が
ん
�
	
	

円
で
す
︒

な
お
︑
妊
娠
中
の
方
︵
可
能
性
の

あ
る
方
を
含
む
︶
︑
胃
の
手
術
を
し

た
方
︑
胃
・
十
二
指
腸
ま
た
は
肺
の

疾
患
に
よ
り
治
療
中
・
経
過
観
察
中

の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑

最
近


年
以
内
に
同
様
の
検
診
を
受

け
た
方
︑
勤
務
先
等
で
受
診
で
き
る

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
︒
今
回
の
検

診
で
精
密
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
︑
精
密
検
査
は
保
険
診
療
︵
有
料
︶

と
な
り
ま
す
︒

﹇
対
象
・
検
診
項
目
等
﹈
別
表


の
と

お
り

未
発
生
期
︑
海
外
発
生
期
︑
国
内

発
生
早
期
︑
都
内
発
生
早
期
︑
都

内
感
染
期
︑
小
康
期

江
東
区
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
の
全
文
は
︑
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︑
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
︵
区
役
所
�
階
︶
︑
危
機
管

理
課
︵
区
役
所
隣
防
災
セ
ン
タ
ー
�

階
︶
︑
保
健
所
︑
各
図
書
館
で
閲
覧

で
き
ま
す
︒

▢問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

保
健
予
防
課
感
染
症
対
策
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

﹇
申
込
方
法
︵
胃
が
ん
・
肺
が
ん
共

通
﹈

検
診
車
に
よ
る
検
診
︵
郵
送
申
込
︶

※
郵
送
申
込
は
今
年
度
最
終
で
す

▢時

▢場
別
表
�
の
と
お
り

▢申

月


日
︵
月
︶
か
ら
保
健
所
︑

12

保
健
相
談
所
︑
区
役
所
�
階
庁
舎
案

内
・
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︑

出
張
所
︑
図
書
館
︑
文
化
セ
ン
タ
ー
︑

福
祉
会
館
な
ど
区
施
設
で
配
布
す
る

﹁
第
�
回
胃
・
肺
が
ん
検
診
の
ご
案

内
﹂
所
定
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
郵
送

※
土
曜
・
日
曜
等
各
施
設
の
休
館
日

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
検
診
日
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

検
診
機
関
に
よ
る
検
診
︵
電
話
申
込
︶

検
診
機
関
は
�
か
所
あ
り
︑
希
望

す
る
検
診
機
関
に
直
接
電
話
で
予
約

の
う
え
︑
受
診
し
ま
す
︒
平
成

年
27



月
ま
で
︑
毎
月
翌
月
分
の
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
︒

﹇
検
診
期
間
﹈
平
成

年
�
月
ま
で

27

区
政
運
営
を
支
え
る
特
別
区
税
の

安
定
確
保
と
納
期
内
納
税
者
と
の
公

平
性
維
持
の
た
め
︑
税
の
滞
納
に
対

し
て
徴
収
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
︒

月
は
﹁
オ
ー
ル
東
京
滞
納
Ｓ
Ｔ
Ｏ

12Ｐ
強
化
月
間
﹂
と
位
置
づ
け
︑
東
京

都
や
都
内
全

区
市
町
村
と
と
も
に

62

連
携
し
て
徴
収
対
策
を
集
中
的
に
実

施
し
ま
す
︒
ま
た
︑
国
民
健
康
保
険

料
︑
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
︑
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
も
併
せ
て
徴
収

を
強
化
し
ま
す
︒

文
書
催
告
・
電
話
催
告
・
訪
問
勧

奨
の
強
化

滞
納
者
に
催
告
文
書
の
発
送
や
夜

間
・
休
日
の
電
話
催
告
を
実
施
し
ま

す
︒
ま
た
︑
徴
収
嘱
託
員
が
平
日
昼

間
の
ほ
か
夜
間
や
土
・
日
曜
︑
祝
日

に
訪
問
し
︑
納
付
勧
奨
等
を
行
い
ま

す
︒

滞
納
処
分
の
強
化

文
書
催
告
や
電
話
催
告
な
ど
で
自

主
的
に
納
付
す
る
よ
う
促
し
た
に
も

▢場
別
表
�
の
と
お
り
︵
�
か
所
︶

▢申
受
診
を
希
望
す
る
検
診
機
関
に

直
接
電
話
︵
翌
月
分
の
予
約
︶

※
電
話
予
約
の
際
に
﹁
江
東
区
の
胃

が
ん
︵
肺
が
ん
︶
検
診
の
予
約
で
す
﹂

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
︒

※
喫
煙
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
せ
き

・
痰
の
症
状
を
繰
り
返
し
て
い
る
方

は
︑
肺
が
ん
検
診
予
約
時
に
﹁
喀か
く

痰た
ん

検
査
﹂
の
申
込
が
で
き
ま
す
︒

※
申
込
後
︑
確
認
の
通
知
が
検
診
機

関
か
ら
届
き
ま
す
︒
指
定
さ
れ
た
日

時
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
︒

▢問
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
づ
く

り
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�


�
)
�


�



か
か
わ
ら
ず
︑
滞
納
を
放
置
し
て
い

る
方
に
は
︑
法
律
に
基
づ
き
財
産
︵
預

貯
金
・
給
与
等
の
債
権
︑
不
動
産
︑

自
動
車
等
の
動
産
な
ど
︶
の
差
押
等

の
滞
納
処
分
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒
納
税
課
で
は
︑
滞
納
を
解

消
す
る
手
段
と
し
て
差
押
を
強
化
し

て
お
り
︑
勤
務
先
や
取
引
先
︑
取
引

金
融
機
関
な
ど
の
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
︒
今
年
度
は
す
で
に
三
千
件
近

く
差
押
を
行
い
︑
滞
納
処
分
を
順
次

実
施
し
て
い
ま
す
︒

滞
納
を
放
置
す
る
こ
と
な
く
︑
早

急
に
納
付
す
る
か
︑
納
付
が
困
難
な

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

捜
索
・
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
実
施

分
納
誓
約
を
守
ら
な
い
︑
ま
っ
た

く
連
絡
が
な
い
︑
財
産
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
申
告
を
怠
っ
て
い
る
な
ど

悪
質
な
滞
納
者
に
は
︑
自
宅
や
事
業

所
を
強
制
調
査
す
る
﹁
捜
索
﹂
や
﹁
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
﹂
を
実
施
し
ま
す
︒

介
護
保
険
に
お
け
る
給
付
制
限

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
︑
滞

納
期
間
に
応
じ
て
︑
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
時
の
自
己
負
担
が


割
か
ら
�

割
に
な
る
な
ど
の
給
付
制
限
が
発
生

し
ま
す
︒

納
税
環
境
の
整
備

区
で
は
︑
納
付
し
や
す
い
環
境
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒
昨
年

月
か
ら
は
携
帯
電
話
か
ら
納
付
が

10可
能
な
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
納
付
を
開
始

し
︑
�
月
か
ら
は
︑
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
納
付
が

可
能
な
ペ
イ
ジ
ー
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒
今
後
と
も
納
税
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
︑

納
税
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
︒

﹇
特
別
区
民
税
の
納
付
﹈

納
税
課
収
納
推
進
係

☎
︵
�
�
�
�
︶
�
	
�
�

﹇
特
別
区
民
税
の
納
付
相
談
・
平
日

夜
間
電
話
相
談
﹈

納
税
課
徴
収
係

☎
︵
�
�
�
�
︶
�


�
�

﹇
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
付
相
談
﹈

医
療
保
険
課
保
険
料
係

☎
︵
�
�
�
�
︶
�


�
�

﹇
介
護
保
険
料
の
納
付
相
談
﹈

介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

☎
︵
�
�
�
�
︶
�
�
�
�

検診機関による検診(電話申込) (別表3)

東京メトロ市ヶ谷駅
5・6出口徒歩2分

JR・都営新宿線市ヶ谷駅
徒歩5分

交通機関

(公財)東京都予防医学協会
(新宿区市谷砂土原町1-2)

検診機関
および
会場

東京メトロ・都営大江戸線
飯田橋駅A2出口徒歩1分

JR飯田橋駅東口
徒歩1分

(医社)こころとからだの元氣プラザ
(千代田区飯田橋3-6-5)

8：30〜17：00［月〜金曜］
9：00〜17：00［月〜金曜］予約受付

時間 9：00〜12：00［第1・3・5土曜］

☎5823-5166☎3269-4752電話番号

対象者および負担金(検診費用の1割相当額) (別表1)

問診
胸部Ｘ線直接撮影

喀
かく

痰
たん

検査(該当す
る方のみ)

800円
(受診時にお支
払いください)

肺がん

問診
胃部Ｘ線間接撮影
バリウム使用

500円
(受診時にお支
払いください)

胃がん

検診項目費 用※検診名

40歳以上の区民の方
(昭和50年3／31以前に
生まれた方)

35歳以上の区民の方
(昭和55年3／31以前に
生まれた方)

対象者

※平成25年度住民税非課税者、生活保護受給者等は免除

検診車による検診(郵送申込) (別表2)

平成27年
1／5(月)〜
2／28(土)

12／1(月)〜
31日(水)

第3回
(最終)

検診期間申込期間申込回※

①総合区民センター(大島4-5-1)
②健康センター(東陽2-1-1)
③深川南部保健相談所(平日の
み)(枝川1-8-15-102)

検診会場(3か所)

※第1回目・第2回目は終了しました

平日夜間平日夜間平日夜間
電話相談電話相談電話相談

特別区民税の納付が困難
な方を対象に、平日夜間の
臨時納付電話相談を開設し
ます。日中の来庁や電話相
談が難しい場合には、ぜひ
この機会にご利用ください。

▢時 11／28（金）、12／1（月）

〜3（水）17：00〜19：00 ▲家宅捜索の様子
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▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

区議会では、本会議のインターネット中継（生中継・録画中継）を区議会ホームページにて配信しています。ぜひご覧ください。

▢問区議会事務局調査係☎3647-3548

平
成

年
第
�
回
区
議
会
定
例
会

26

が
︑
�
月

日
か
ら

月

日
ま
で

25

10

23

︵
会
期

日
間
︶
開
か
れ
ま
し
た
︒

29

今
回
の
定
例
会
で
は
︑
﹁
平
成
25

年
度
江
東
区
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
﹂
な
ど

議
案
に
つ
い
て
審
議
さ

30

れ
︑
全
案
件
を
可
決
・
認
定
・
同
意

し
ま
し
た
︒

な
お
︑
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ

た
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

〇
認
定
案
件
︵
�
件
︶

﹁
平
成

年
度
江
東
区
一
般
会
計

25

歳
入
歳
出
決
算
﹂
な
ど

○
予
算
案
件
︵
�
件
︶

﹁
平
成

年
度
江
東
区
一
般
会
計

26

補
正
予
算
︵
第
�
号
︶
﹂

○
条
例
案
件
︵
�
件
︶

﹁
江
東
区
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
﹂
な
ど

○
契
約
案
件
︵
�
件
︶

﹁
江
東
区
中
央
防
災
倉
庫
新
築
工

事
請
負
契
約
﹂
な
ど

○
そ
の
他
の
案
件
︵
�
件
︶

﹁
自
転
車
駐
車
場
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
﹂
な
ど

○
選
任
同
意
案
件
︵
�
件
︶

﹁
松
江
恒
治
氏
の
教
育
委
員
会
委

員
選
任
同
意
方
に
つ
い
て
﹂

○
意
見
書
︵
�
件
︶

﹁
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
﹂
な
ど

※
本
会
議
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

▢問
区
議
会
事
務
局
調
査
係

☎
(
�
�
�
�
)
�


�
�

第
�
回
区
議
会
定
例
会
終
わ
る

平
成

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

25

区
で
は
︑
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職

し
た
方
で
︑
就
労
能
力
と
就
労
意
欲

の
あ
る
方
に
対
し
て
︑
住
宅
支
援
給

付
と
し
て
賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
支
給

し
な
が
ら
︑
常
用
就
職
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

﹇
支
給
対
象
者
﹈
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
支
給
申
請
時
に
お
い
て
離
職
後
�

年
以
内
お
よ
び

歳
未
満
の
方

65

②
離
職
前
に
自
ら
の
労
働
に
よ
り
賃

金
を
得
て
︑
主
と
し
て
世
帯
の
生

計
を
維
持
し
て
い
た
方
︒
た
だ
し
︑

離
婚
等
に
よ
り
申
請
時
に
世
帯
の

生
計
の
中
心
者
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
対
象

③
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の
意

欲
が
あ
り
︑
次
の
�
点
が
実
行
で

き
る
方

・
公
共
職
業
安
定
所
で
の
職
業
相
談

を
月
�
回
以
上
受
け
る
こ
と

・
区
の
住
宅
就
労
支
援
員
の
面
接
支

援
を
月
�
回
以
上
受
け
る
こ
と

・
求
人
先
へ
の
応
募
等
を
原
則
週
�

回
以
上
行
う
こ
と

④
支
給
開
始
後
︑
次
の
�
点
の
い
ず

れ
か
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
︵
自
ら
の
就
職
活
動
で
就

職
可
能
で
あ
る
と
区
が
判
断
し
た

方
を
除
く
︶

・
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
日
常
・

生
活
支
援

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
実
施
す
る
就
労

自
立
促
進
事
業
に
よ
る
支
援

⑤
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
︑
ま
た
は

賃
貸
住
宅
に
居
住
し
︑
住
宅
を
喪

失
す
る
恐
れ
が
あ
る
方

⑥
申
請
日
の
属
す
る
月
の
世
帯
の
総

収
入
が
次
の
金
額
未
満
も
し
く
は

以
下
で
あ
る
方

・
単
身
世
帯

�
�
︑
�
�
�
円
に
家
賃
額
︵
上

限


�
︑
�
�
�
円
︶
を
加
え
た

額
未
満

・
�
人
世
帯

�
�
�
︑
�
�
�
円
以
下

・
�
人
以
上
世
帯

�
�
�
︑
�
�
�
円
に
家
賃
額

︵
上
限
�
�
︑
�
�
�
円
︶
を
加
え

た
額
未
満

⑦
世
帯
の
預
貯
金
の
合
計
額
が
次
の

金
額
以
下
で
あ
る
方

・
単
身
世
帯

万
円

50

・
そ
の
他
世
帯

�
�
�
万
円

⑧
国
や
自
治
体
の
実
施
す
る
類
似
の

貸
付
ま
た
は
給
付
金
を
受
け
て
い

な
い
方

⑨
申
請
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
の
い

ず
れ
も
が
暴
力
団
員
で
な
い
方

﹇
支
給
額
﹈
次
の
金
額
を
上
限
と
し
て

家
賃
の
実
費
分
を
支
給

○
単
身
世
帯



�
︑
�
�
�
円

○
�
人
以
上
世
帯

�
�
︑
�
�
�

円※
住
宅
支
援
給
付
支
給
額
は
直
接
︑

入
居
住
宅
の
貸
主
等
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
︒

﹇
支
給
期
間
﹈
支
給
申
請
の
属
す
る
月

以
降
か
ら
開
始
し
︑
原
則
�
ヶ
月
間
︒

た
だ
し
﹇
支
給
対
象
者
﹈
③
で
掲
げ
る

条
件
を
誠
実
に
実
施
し
て
い
る
方
は
︑

�
か
月
延
長
可
︒
さ
ら
に
︑
④
の
支

援
を
継
続
し
て
受
け
て
い
る
場
合
は
︑

�
か
月
再
延
長
可
︒

﹇
必
要
書
類
﹈

○
本
人
確
認
書
類

︵
運
転
免
許
証
︑
健
康
保
険
証
︑

住
民
票
の
写
し
︑
戸
籍
謄
本
等
︶

○
離
職
関
係
書
類

︵
�
年
以
内
に
離
職
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類
︶

○
収
入
関
係
書
類

︵
給
与
明
細
︑
年
金
の
通
知
等
︶

○
預
貯
金
関
係
書
類
︵
通
帳
等
︶

﹇
深
川
地
区
お
よ
び
東
砂
�

～
�

丁

目
︑
南
砂
︑
新
砂
の
方
の
問
合
先
﹈

保
護
第
一
課
︵
区
役
所
�
階

番
︶
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☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

﹇
城
東
地
区
の
う
ち
亀
戸
︑
大
島
︑
北

砂
︑
東
砂
�
～
�
丁
目
︑
夢
の
島
︑

新
木
場
︑
若
洲
の
方
の
問
合
先
﹈

保
護
第
二
課
︵
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

�
階
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

平
成

年
�
月

日
に
施
行
さ
れ
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20

た
﹁
産
業
競
争
力
強
化
法
﹂
に
基
づ

き
︑
区
は
地
域
民
間
団
体
と
連
携
し
︑

創
業
者
を
支
援
す
る
﹁
創
業
支
援
事

業
計
画
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
︒
こ
の

計
画
の
も
と
︑
従
来
の
相
談
窓
口
の

ほ
か
︑
連
携
す
る
団
体
と
協
力
し
︑

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
の
提
供
や
事
業
計
画

書
の
作
成
支
援
︑
創
業
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
を
推
進
す
る
な
ど
︑
創
業
支
援

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
︒

ま
た
︑
次
の
創
業
支
援
機
関
が
行

う
﹁
創
業
支
援
事
業
﹂
の
う
ち
※
印

の
﹁
特
定
創
業
支
援
事
業
﹂
を
受
け

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
︑

区
か
ら
証
明
書
が
発
行
さ
れ
︑
法
人

登
記
に
か
か
る
登
録
免
許
税
の
軽
減

等
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
︒

﹇
創
業
支
援
機
関
﹈
か
っ
こ
内
は
創
業

支
援
事
業
名

○
区
経
済
課
︵
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

窓
口
︑
※
創
業
計
画
書
作
成
支
援
︶

○
東
京
商
工
会
議
所
江
東
支
部
︵
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
︶

○
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
︵
※
こ
う
と
う
創
業
塾
︑

※
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
養
成
講
座
︑

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
︑
起
業

支
援
施
設
運
営
︶

○
日
本
政
策
金
融
公
庫
江
東
支
店

︵
※
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
︶

○
り
そ
な
銀
行
︵
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
提

供
︑
海
外
取
引
等
の
支
援
︶

○
江
東
信
用
組
合
・
東
京
東
信
用
金

庫
・
朝
日
信
用
金
庫
・
り
そ
な
銀

行
・
第
一
勧
業
信
用
組
合
・
東
京

ベ
イ
信
用
金
庫
・
東
日
本
銀
行
・

文
化
産
業
信
用
組
合
・
東
京
シ
テ

ィ
信
用
金
庫
・
商
工
組
合
中
央
金

庫
︵
資
金
計
画
・
融
資
︑
創
業
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
︶

▢問
経
済
課
融
資
相
談
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

江
東
区
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

﹁
塩
浜
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
﹂
と
江
東
区
こ
ど

も
発
達
扇
橋
セ
ン
タ
ー
﹁
扇
橋
Ｃ
ｏ

Ｃ
ｏ
﹂
で
は
︑
運
動
や
こ
と
ば
︑
社

会
性
な
ど
の
発
達
が
心
配
な
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
︑
個
々
の
発

達
に
応
じ
た
療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
発
達
支
援
︵
左
表
︶
を
行
っ
て

い
ま
す
︒
平
成

年
�
月
の
新
入
園
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児
を
募
集
し
ま
す
︒

﹇
募
集
予
定
人
数
︵
各
施
設
︶
﹈

低
年
齢
児
グ
ル
ー
プ
：
約

人
20

毎
日
通
園
ク
ラ
ス
：
若
干
名

指
定
日
通
園
グ
ル
ー
プ
：
約

人
20

▢締

月

日
︵
火
︶

12

16

▢申

月

日
︵
火
︶
か
ら
電
話
で

11

25

各
施
設
へ

▢問
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
︵
塩
浜

�
︱



︱

塩
浜
福
祉
プ
ラ
ザ
�

20

階
︶

☎
(


�
�
�
)
�


�
�

こ
ど
も
発
達
扇
橋
セ
ン
タ
ー

︵
扇
橋
�
︱

�
︱

�
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
階
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

※
発
達
相
談
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
︒

﹁
税
に
つ
い
て
の
作
文
﹂
︑
﹁
税
の

標
語
﹂
は
︑
租
税
教
育
の
一
環
と
し

て
中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま

す
︒
今
年
も
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ

り
︑
審
査
の
結
果
︑
江
東
区
長
賞
な

ど
︑
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
︒
江
東

区
長
賞
受
賞
者
は
次
の
方
で
す
︒

○
税
に
つ
い
て
の
作
文

深
川
第
五
中
学
校

原
麻
里
夢
さ
ん

第
三
亀
戸
中
学
校

三
上
由
夏
さ
ん

○
税
の
標
語

深
川
第
二
中
学
校

小
林
遼
也
く
ん

第
三
砂
町
中
学
校

上
野
山
海
音
く
ん

▢問
納
税
課
納
税
管
理
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

※NPO法人こどもの発達療育研究所の専門スタッフ

が指導にあたっています。

「塩浜CoCo」・「扇橋CoCo」

児童発達支援事業概要

週2〜5日

(月〜金)

週1日

(月〜金)
通園日

1クラス1日

8人(2クラス)

1グループ1日

8人(親子参加)
定員

毎日通園

クラス

低年齢(1・2歳)

児グループ

週1日

(月〜金)

午前または午後

1グループ1日

10人

指定日

通園グループ

内容

［集団指導］集まり・運動・音楽・造形・遊び・

散歩、その他さまざまな行事活動

［個別・少人数指導(1回45分)］個々の発達に応

じた指導プログラムのもとに、言語・認知学習

指導、理学療法、作業療法を行います

［午前グループ］

9：45〜12：15

(給食あり)

［午後グループ］

13：30〜15：30

9：45〜14：15

(給食あり)

9：45〜12：15

(給食あり)
時間

［生活指導］食事・排泄・着脱・あいさつ・片付

け、その他幼児の生活に必要な活動
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